
(57)【要約】
【課題】癌腫瘍に対して最も効果的な攻撃を可能にし、副作用が少なく、低価格の抗がん
用の内服薬を提供する。
【解決手段】構成物質がポリジメチルシロキサンと界面活性剤であり、ポリジメチルシロ
キサンの留分が界面活性剤の留分を上回ることを特徴とする抗がん用の内服用の薬を構成
する。２つの構成物質の混合物の留分は、ポリジメチルシロキサンが約９０から９９ .９
％の範囲、好適には９９重量％で、界面活性剤は０ .１から１０％、好適には１重量％で
ある。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 構 成 物 質 が ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン と 界 面 活 性 剤 で あ り 、 ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン の 留
分 が 界 面 活 性 剤 の 留 分 を 上 回 る こ と を 特 徴 と す る 抗 が ん 用 の 内 服 用 の 薬 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ２ つ の 構 成 物 質 の 混 合 物 が 、 留 分 が 約 ９ ０ か ら ９ ９ .９ ％ の 範 囲 、 好 適 に は ９ ９ 重 量 ％
の ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン と 、 ０ .１ か ら １ ０ ％ 、 好 適 に は １ 重 量 ％ の 界 面 活 性 剤 と を 含
む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ の 薬 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ケ イ 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 好 適 に は 粒 径 が １ ０ μ ｍ か ら ７ ０ μ ｍ の 範 囲 、 好 適 に は ４ ０ μ ｍ
で あ る 天 然 ゼ オ ラ イ ト と 、 粒 径 が ２ μ ｍ か ら ３ ０ μ ｍ の 範 囲 、 好 適 に は １ ０ μ ｍ で あ る ド
ロ マ イ ト 粉 末 と を 添 加 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ２ の 薬 。
【 請 求 項 ４ 】
　 最 終 製 品 内 で 追 加 構 成 物 質 の 留 分 は 、 ５ ０ ％ か ら ９ ０ ％ 、 好 適 に は ７ ０ 重 量 ％ の ケ イ 酸
ア ル ミ ニ ウ ム と 、 ５ か ら ４ ５ ％ 、 好 適 に は ２ ５ 重 量 ％ の ド ロ マ イ ト 粉 末 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ３ の 薬 。
【 請 求 項 ５ 】
　 陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 の 質 量 留 分 が 両 性 及 び 非 イ オ ン の 質 量 留 分 を 上 回 る 、 陰 イ オ ン 、 両
性 イ オ ン 、 非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か の 薬
。
【 請 求 項 ６ 】
　 抗 が ん 用 の 内 服 用 の 薬 を 製 造 す る た め の 、 ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン と 界 面 活 性 剤 の 使 用
。
【 請 求 項 ７ 】
　 ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン と 界 面 活 性 剤 の ２ つ の 構 成 物 質 の 混 合 物 が 、 留 分 が 約 ９ ０ か ら
９ ９ .９ ％ の 範 囲 、 好 適 に は ９ ９ 重 量 ％ の ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン と 、 ０ .１ か ら １ ０ ％ 、
好 適 に は １ 重 量 ％ の 界 面 活 性 剤 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ の 薬 を 製 造 す る た め の
ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン と 界 面 活 性 剤 と の 使 用 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ケ イ 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 好 適 に は 粒 径 が １ ０ μ ｍ か ら ７ ０ μ ｍ の 範 囲 、 好 適 に は ４ ０ μ ｍ
の 天 然 ゼ オ ラ イ ト と 、 ２ μ ｍ か ら ３ ０ μ ｍ の 範 囲 、 好 適 に は １ ０ μ ｍ の ド ロ マ イ ト 粉 末 を
添 加 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ な い し ７ の 薬 を 製 造 す る た め の ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ
サ ン と 界 面 活 性 剤 と の 使 用 。
【 請 求 項 ９ 】
　 最 終 製 品 内 で 追 加 構 成 物 質 の 留 分 は 、 ５ ０ ％ か ら ９ ０ ％ 、 好 適 に は ７ ０ 重 量 ％ の ケ イ 酸
ア ル ミ ニ ウ ム と 、 ５ か ら ４ ５ ％ 、 好 適 に は ２ ５ 重 量 ％ の ド ロ マ イ ト 粉 末 か ら な る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 ６ な い し ８ の い ず れ か の 薬 の 製 造 す る た め の ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン と
界 面 活 性 剤 と の 使 用 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 の 質 量 留 分 が 両 性 及 び 非 イ オ ン の 質 量 留 分 を 上 回 る 、 陰 イ オ ン 、 両
性 イ オ ン 、 非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ な い し ９ の い ず れ か の 薬
を 製 造 す る た め の ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン と 界 面 活 性 剤 と の 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 服 薬 に 関 し 、 特 に 癌 治 療 用 の 内 服 用 の 薬 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 抗 が ん 剤 に 対 す る ニ ー ズ が 長 ら く あ っ た 。 し か し 様 々 な 抗 が ん 剤 が 知 ら れ て 利 用 さ れ て
い て も 、 し ば し ば 深 刻 な 副 作 用 が あ っ た 。 ま た 最 近 使 用 さ れ て い る 抗 が ん 剤 は 、 一 つ に は
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製 造 が 複 雑 な こ と か ら 、 非 常 に 高 価 で あ る 。 従 っ て こ の 分 野 で は 、 十 分 な 耐 薬 性 が あ る と
共 に 低 価 格 の 抗 が ん 剤 が 引 き 続 き 必 要 と さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ が 本 発 明 の 出 発 点 で あ り 、 そ の 目 的 は 特 に 、 癌 腫 瘍 に 対 し て 最 も 効 果 的 な 攻 撃 を 可
能 に す る 、 癌 治 療 用 の 内 服 薬 を 提 示 す る こ と で あ る 。 該 抗 が ん 剤 は 副 作 用 が ほ と ん ど な く
、 低 価 格 の も の で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 目 的 は 、 ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン と 界 面 活 性 剤 と か ら な り 、 ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ
ン の 留 分 が 界 面 活 性 剤 の 留 分 を 上 回 る 薬 に よ り 達 成 で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 及 び 実 施 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 特 色 は 、 本 発 明 の 効 果 は 界 面 活 性 剤 を 添 加 す る こ と で 初 め て 達 成 で き る と い う
点 に あ る 。 そ の 理 由 は 、 ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン を 界 面 活 性 剤 と 混 合 す る こ と で 、 体 に は
シ ロ キ サ ン を 乳 化 し 、 そ れ を 利 用 可 能 に す る 可 能 性 が 与 え ら れ る か ら で あ る 。 こ れ は ポ リ
ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン の 分 子 構 造 を 分 解 す る 界 面 活 性 剤 に よ り 達 成 で き る 。 溶 液 の 重 量 に 関
し て 、 界 面 活 性 剤 の 留 分 は ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン の 留 分 よ り も か な り 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 の 質 量 留 分 が 両 性 及 び 非 イ オ ン の 質 量 留 分 を 上 回 る 、 陰 イ オ ン 、 両
性 イ オ ン 、 非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に 関 し 、 純 粋 ケ イ 素 か ら な り 、 最 も 自 然 に 生 じ る ケ イ 素 で あ る 水 晶 で も 生 体 的 な 活
性 効 果 を 持 た な い こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 上 述 し た よ う に 、 そ の 性 質 は 界 面 活 性 剤 を 添
加 す る こ と で 初 め て 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン は 原 ケ イ 素 か ら 作 る 。 原 ケ イ 素 は 砂 や 石 炭 か ら 得 ら れ 、 連 続 処
理 を 経 て 所 望 の シ リ コ ン に 加 工 す る 。 天 然 ガ ス な い し 石 油 は 、 シ リ コ ン 合 成 の た め の 別 の
出 発 材 で あ る メ タ ノ ー ル （ 合 成 ガ ス ） を 生 成 す る 役 割 を す る 。 Ｈ Ｃ ｌ の 形 で 供 給 さ れ る 塩
素 は 、 岩 塩 溶 液 の 電 気 分 解 に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ 段 階 で は 、 メ タ ノ ー ル を Ｈ Ｃ ｌ と 共 に ク ロ ロ メ タ ン に 変 換 す る （ ク ロ ロ メ タ ン の 合
成 ） 。 次 に ク ロ ロ メ タ ン を ケ イ 素 と 反 応 さ せ る こ と で 、 原 シ ラ ン の 混 合 物 を 得 る （ ク ロ ロ
シ ラ ン の 合 成 ） 。 そ れ ら の 原 シ ラ ン を 蒸 留 に よ り 分 離 し 、 ジ ク ロ ロ ジ メ チ ル シ ラ ン （ Ｃ Ｈ

３ ） ２ Ｓ ｉ Ｃ ｌ ２ を 加 水 分 解 に よ り ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン に 変 換 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 原 理 的 に 本 発 明 の 薬 は 吸 引 が 可 能 で あ る 。 吸 引 に は 適 切 な 噴 霧 手 法 を 用 い て 薬 を 器 具 内
で 噴 霧 す る 。 こ の た め に 多 様 な 器 具 を 使 用 で き る 。
１ ． 気 圧 式 ベ ン チ ュ ー リ ノ ズ ル 噴 霧 器 ：
　 ａ ） 直 接 噴 霧
　 ｂ ） エ ア ロ ゾ ル タ ン ク 付
　 ｃ ） 吸 引 す る 超 過 圧 溶 液 付
２ ． 機 械 的 な 単 一 物 質 ノ ズ ル 噴 霧 器
３ ． 超 音 波 噴 霧
４ ． 多 孔 ス ク リ ー ン を 通 し た 超 音 波 圧 力
５ ． 超 音 波 作 動 式 多 孔 膜
６ ． 多 孔 膜 を 通 し た 電 気 機 械 的 圧 力
【 ０ ０ １ １ 】
　 吸 引 マ ス ク な ら び に マ ウ ス ピ ー ス あ る い は ノ ー ズ ピ ー ス を 通 し て 吸 引 し て も 、 こ の 目 的
に 十 分 適 し て い る こ と が 分 か っ て い る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 述 の 構 成 物 質 に 加 え て 、 ケ イ 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 好 適 に は １ ０ μ ｍ か ら ７ ０ μ ｍ の 範 囲
の 粒 度 、 と り わ け ４ ０ μ ｍ の 天 然 ゼ オ ラ イ ト 、 及 び ２ μ ｍ か ら ３ ０ μ ｍ の 範 囲 の 粒 度 、 好
適 に は １ ０ μ ｍ の ド ロ マ イ ト 粉 末 を 添 加 で き る 。 こ の よ う に し て 、 カ プ セ ル で 投 与 可 能 な
粉 末 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ゼ オ ラ イ ト の 結 晶 格 子 の フ レ ー ム 構 造 は 主 に 、 Ｓ ｉ Ｏ ４ テ ト ラ ヘ ド ロ ン で 作 ら れ て い る
。 そ れ は 、 基 質 環 境 に よ り 容 易 に 互 換 な い し 交 換 で き る ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 カ ル シ ウ
ム な ど の イ オ ン を 含 む 空 間 か ら な る 。 生 体 で は 、 こ の ゼ オ ラ イ ト の 鉱 物 特 有 の 結 晶 構 造 （
ケ ー ジ 構 造 ） は 、 ア ン モ ニ ア そ の 他 の 窒 素 化 合 物 だ け で な く 重 金 属 な ど の 毒 素 と 結 合 （ 吸
収 ） し 、 そ れ ら を 消 化 管 を 通 し て 除 去 す る と い う 優 れ た 性 質 を 持 っ て い る 。 除 去 さ れ た 毒
素 は 、 体 が 緊 急 に 必 要 と す る 鉱 物 と 入 れ 替 わ る 。 こ の よ う に し て 、 生 体 の ホ メ オ ス タ シ ス
、 好 適 に は 鉱 物 新 陳 代 謝 が 維 持 な い し 再 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 っ て 脳 や 神 経 系 統 、 ホ ル モ ン 系 統 、 免 疫 系 統 、 肝 臓 、 腎 臓 な ど の 繊 細 な 器 官 系 統 が 毒
物 に よ る 損 傷 か ら 守 る だ け で な く 、 毒 物 に よ る 病 原 作 用 に 対 す る 抵 抗 力 を 増 大 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ゼ オ ラ イ ト は ケ イ 素 と 同 様 に 、 全 新 陳 代 謝 及 び 生 体 の 成 長 及 び 治 療 過 程 に 対 し て 肯 定 的
な 刺 激 的 作 用 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ゼ オ ラ イ ト は 更 に そ の 開 放 的 な 分 子 構 造 ゆ え に 、 大 量 の 液 体 を 吸 収 で き る 。 こ れ は 、 上
述 の 追 加 構 成 物 質 と 混 合 す る に も か か わ ら ず 、 流 動 可 能 な 粉 末 の 形 成 が 可 能 に な る と い う
利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 最 終 製 品 で は 、 追 加 構 成 物 質 は 例 え ば 以 下 の 留 分 か ら 構 成 す る こ と が で き る 。
　 ケ イ 酸 ア ル ミ ニ ウ ム ： ５ ０ か ら ９ ０ ％ 、 好 適 に は ７ ０ 重 量 ％
　 ド ロ マ イ ト 粉 末 ： ５ か ら ４ ５ ％ 、 好 適 に は ２ ５ 重 量 ％
　 こ の よ う に 形 成 さ れ た 混 合 物 は 流 動 可 能 な 粉 末 で 、 様 々 な 方 法 で 薬 と し て 加 工 で き る 。
例 え ば 粉 末 状 混 合 物 を カ プ セ ル 化 で き 、 例 え ば 消 化 管 で 溶 解 す る 、 広 範 に 使 用 さ れ て い る
ゼ ラ チ ン カ プ セ ル の 形 に す る こ と が で き る 。 更 に 粉 末 混 合 物 を 圧 縮 し て 容 易 に 錠 剤 に で き
、 液 体 と 共 に あ る い は 液 体 な し に 飲 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に こ の 溶 液 は 癌 細 胞 に 対 し て 効 果 が あ る が 、 健 全 な 細 胞 に 作 用 し な い こ と が 分 か っ て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 臨 床 テ ス ト で は 、 本 発 明 の 薬 は 次 の よ う な 効 果 が あ る こ と が 分 か っ た 。
・ 化 学 治 療 及 び 放 射 線 治 療 に 対 す る 耐 性 の 向 上
・ 腫 瘍 の 成 長 の 抑 制
・ 腫 瘍 の 硬 化 （ 鉱 物 化 ）
・ 腫 瘍 の 部 分 的 な 内 部 閉 じ 込 め と 削 減
・ 全 般 的 状 態 の 向 上
・ 放 射 線 治 療 や 化 学 治 療 の 副 作 用 と し て の 炎 症 性 過 程 の 除 去 （ 例 ： 口 の 粘 膜 ）
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 当 初 の テ ス ト で は 、 本 発 明 の 薬 は ウ ィ ル ス 的 に 不 活 性 で あ る こ と が 分 か っ た 。 エ
イ ズ （ Ｈ Ｉ Ｖ ） と Ｓ Ａ Ｒ Ｓ の 治 療 で 最 初 の 成 功 結 果 が 達 成 さ れ て い る 。 こ の 点 で 、 出 願 人
は 部 分 継 続 出 願 （ 分 割 出 願 ） を 出 願 す る 権 利 を 保 有 す る 。
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